
学校番号 306 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 『高等学校 改訂版 倫理』（第一学習社） 

副教材等 『テオーリア 最新倫理資料集 新版四訂』（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・先哲の考え方を手がかりにして、自己の生き方や在り方、現代社会の課題をみつめる。 

・世界史や日本史、政治・経済等の他の科目と関連させながら、教科書の内容を中心に学ぶ。 

 

２ 学習の到達目標 

・人間の在り方生き方を主体(自己)との関わりから考えることができる。 

・自らの体験や悩みを振り返ることから課題を見いだし，それに基づいて青年期の意義と課題を 

多面的・多角的に考察し，豊かな自己形成に向けて探究できる。 

・人間としての在り方生き方について，ギリシャ思想，キリスト教，仏教，儒教などの代表的な

先哲の思想や芸術家とその作品を手掛かりとして広い視野に立って主体的かつ公正に判断で

きる。 

・「人間の尊厳と生命への畏敬」や「自然と科学技術と人間のかかわり」について人格形成に寄

与する知識として身につけている。 

・現代の諸事象について，倫理的視点から主体的に課題を見いだし，探究できる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 C：資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人間尊重の精神と自

己形成について関心

を高め，人格の形成

と生きる主体として

の自己の確立に努め

る実践的意欲をもつ

とともに，これらに

かかわる諸課題を探

究する態度を身に付

け、人間としての在

り方生き方について

自覚を深めようとす

る。 

生きる主体としての

自己の確立について

広く課題を見いだ

し，人間の存在や価

値などについて多面

的・多角的に考察し

探究するとともに，

良識ある公民として

広い視野に立って主

体的かつ公正に判断

できる。 

青年期における自己

形成や人間としての

在り方生き方などに

関する諸資料を収集

し，これらを自己形

成に資するよう活用

する 

青年期における自

己形成や人間とし

ての在り方生き方

などにかかわる基

本的な事柄を，生き

る主体としての自

己確立の課題とつ

なげて理解し，人格

の形成に生かす知

識として身に付け

る。 

評
価
方
法 

ワークシート  

レポート  

授業中の態度や発言  

 

 

定期考査 

ワークシート 

グループ活動での発

表内容 

ノート（プリント） 

定期考査 

ワークシート 

ノート（プリント） 

定期考査 

小テスト 

 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

青
年
期
の
意
義
と
自
己
形
成 

 

  

・人間性の特質  ○  ○  ○ ○ a: 人間とは何かという根本的

な課題に関心をもち，考察しよ

うとする意欲をもっている  

b: ホモ・サピエンスをはじめ

とした先人の定義から人間の

特質について考察することが

できる。  

c: パピルス文書「死者の書」

やゴーギャンの絵から人間の

特質をとらえることができる。

人間の特質について文章表現

できる。  

d: ホモ・サピエンス、ベルグソ

ン、ホモ・ファーベル、シンボ

ル、カッシーラー、ホイジンガ、

ホモ・ルーデンスといった概念

や研究者の考え方を理解する

ことができる。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  

 



１
学
期
→ 

青
年
期
の
意
義
と
自
己
形
成 

 

 

・青年期の意義  

 

・自己の理解に向けて  

 

・豊かな自己実現のために  

○  

 

○  

 

○  

○  

 

○  

 

 

 

 

○  

 

 

○  

a: 青年期を現在の自分のこと

として，関心をもち，その課題

に取り組もうとする意欲をも

っている。 

自己自身の生き方や在り方に

ついて，自覚的に見つめて考え

ようとする関心や意欲をもっ

ている。 

b: 発達心理学上の成果などか

ら，青年期の課題を現在の自分

のこととして考え，その解決に

向けて模索している。自己自身

の生き方や在り方について，パ

ーソナリティ，アイデンティテ

ィ，適応といった一般理論か

ら，個々人の現実の次元でそれ

がどうなっているか判断する

ことができる。 

c: 青年期の課題に関連した芸

術作品や様々な資料から，その

課題を自分の言葉で表現する

ことができる。 

複数の心理学者の提示する発

達課題を比較・検討し，そこか

ら個人の課題をまとめること

ができる。 

d: 青年心理学や発達心理学上

の知見(青年期，マージナルマ

ン，自我のめざめ，心理的離乳，

第二反抗期，第二の誕生，モラ

トリアム等）について理解し正

確な知識をもっている。パーソ

ナリティ，適応，葛藤，欲求不

満，防衛機制，自己実現などの

概念を理解し，自己の特性につ

いて客観的に把握することが

できる。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

１
学
期 

人
間
と
し
て
の
自
覚
と
生
き
方 

 

 

・自然哲学の誕生とソフィ

スト  

 

・真の知への道  

（ソクラテス）  

 

・理主義的なあり方  

（プラトン）  

 

・現実主義的なあり方  

（アリストテレス）  

 

・幸福をめぐる問い  

（ヘレニズムの思想）  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

  

 

○ 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

○  

○  

 

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

○  

a: 古代ギリシャにおける人間

の生き方や在り方について，先

哲が考え実践したことが時間

や空間を越えた普遍的な意義

をもつものとして，或いは自己

自身の生き方や在り方に深く

関わるものとして関心をもっ

て学ぼうとする意欲・態度をも

っている。  

b: 基本的な歴史的知識を踏ま

えて認識し，自然哲学者，ソク

ラテスやプラトン，アリストテ

レスまたヘレニズム期の思想

家の生涯と思想を通して，その

意味について考え，主体的かつ

客観的に判断することができ

る。  

c: 古代ギリシャにおけるプラ

トン，アリストテレス，ストア

等の原典或いはその関連書物

を読み，人間の生き方や在り方

について，自分の考えを話し，

文章に書くことができる。  

d: 古代ギリシャにおけるロゴ

ス，テオリア，フィロソフィア，

自然哲学，万物の尺度，無知の

知，アレテー，徳，イデア，善

のイデア，エロース，哲人政治，

質量と形相，知性的徳，倫理的

徳，中庸，正義，友愛，アタラ

クシア，アパテイア，コスモポ

リタニズム等の概念について

理解している 。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  

 



  

人
間
と
し
て
の
自
覚
と
生
き
方 

・ユダヤ教  

 

・イエスの思想  

 

・世界宗教への展開  

 

・イスラム教  

○  

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

 

○  

○  

  

○ 

 

 

 

○  

a: ユダヤ教，キリスト教，イ

スラムの一神教における人間

の生き方や在り方について、そ

れが人間の罪や苦悩からの救

済をめざす宗教として、時間や

空間を越えた普遍的な意義を

もつものとして，或いは自己自

身の生き方や在り方に深く関

わるものとして、関心をもって

学ぼうとする意欲・態度をもっ

ている。  

b: 基本的な歴史的知識を踏ま

えて認識し，イザヤ，エレミヤ，

イエス，パウロ，アウグスティ

ヌス，トマス，ムハンマド，ア

ヴィセンナ，アヴェロエスなど

の生涯と思想を通して，その意

味について考え判断すること

ができる。  

c: 『旧約聖書』『新約聖書』

『クルアーン』など原典を読ん

だり，キリスト教やイスラーム

がテーマになったり，またそれ

に触れた小説，映画，絵画，彫

刻等の芸術に接し，認識を深め

それに基づいて自分の考えを

話し，文章に書くことができ

る。  

d: 一神教，モーセ，預言者，律

法，メシア，契約，罪，救い，

神，福音，神の国，原罪，赦し，

アガペー，隣人愛，教会，原始

キリスト教，パウロ，回心，贖

罪，恩寵，教父，カトリック，

スコラ，アッラー，シャリーア，

六信五行等の概念について理

解し，そうした概念を使って考

え，文章を書くことができる。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  

 



                             

２
学
期 

人
間
と
し
て
の
自
覚
と
生
き
方 

・バラモン教  

 

・仏陀の思想  

 

・仏教のその後の展開  

○  

 

○  

 

 

 

 

○  

○  

 

 

 

○  

○  

 

○  

 

○  

a: 仏教における人間の生き方

や在り方について，仏陀や竜樹

などその宗教指導者が考え実

践したことについて，それが人

間の苦や不安からの解放をめ

ざす教えとして，時間や空間を

越えた普遍的な意義をもつと

認識し，自己自身の生き方や在

り方に深く関わるものとして

関心をもって学ぼうとする意

欲・態度をもっている。 

b: 基本的な歴史的知識を踏ま

えて認識し，ウパニシャッドや

ジャイナ教の教え，また仏陀や

竜樹，無著，世親の生涯と思想

を通して，その意味について考

え正しい判断をもつことがで

きる。 

c: 仏典や種々の解説書を読ん

だり，古代インドの仏像をみた

りまた仏教をテーマとした小

説，映画，絵画，彫刻等の芸術

に接し，認識を深めそれに基づ

いて自分の考えを話し，文章に

書くことができる 

d: ウパニシャッド，カルマ

(業），輪廻，解脱，ブラフマン，

アートマン，梵我一如，苦，中

道，四苦，四諦，八正道，縁起，

四法印，慈悲，上座部，大乗仏

教，菩薩，空，唯識，一切衆生

悉有仏性等の概念について理

解し，そうした概念を使って考

え，文章を書くことができる。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



人
間
と
し
て
の
自
覚
と
生
き
方 

・孔子と儒家の思想  

 

・儒教の展開  

 

・道家の思想  

○   

 

○  

 

○  

○   

 

○  

 

○  

a: 中国における人間の生き方

や在り方について，孔子や孟

子・荀子，また老子や荘子など

が考え実践したことについて，

それが現実の人間関係や政治

的社会の中でよりよく生きる

ことを目指す教えであり，時間

や空間を越えた普遍的な意義

をもつと認識し，自己自身の生

き方や在り方に深く関わるも

のとして関心をもって学ぼう

とする。 

b: 基本的な歴史的知識を踏ま

えて認識し，儒家や道家の教

え，またそれぞれに属する代表

的な思想家の生涯と思想を通

して，その意味について考え正

しい判断をもつことができる。 

c: 『論語』，また孟子，老子

や荘子などの原典やその解説

書を読んだり，古代中国の詩や

小説に接し，認識を深めそれに

基づいて自分の考えを話し，文

章に書くことができる。 

d: 天，天命，諸子百家，仁(孝

悌，克己，忠恕)，礼，君子，中

庸，徳治主義，性善説，王道，

覇道，性悪説，理気二元論，性

即理，致良知，心即理，道，偽，

無，無為自然，柔弱謙下，小国

寡民，万物斉同，真人等の概念

について理解し，そうした概念

を使って考え，文章を書くこと

ができる。 

 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



２
学
期
→ 

現
代
社
会
と
倫
理 

・自己肯定の精神  

 

・宗教観の転換  

 

・人間の偉大と限界  

○  

 

 

 

○  

○  

 

○  

 

 

○  

 

○  

 

 

○  

 

○  

a: ルネサンス，宗教改革，モ

ラリストの思想について，それ

らが現代に生きる私たちの芸

術や，キリスト教信仰，近代的

人間観に基本的な枠組みを提

供していることを踏まえ，興味

や関心をもち，探求する意欲や

態度をもっている。 

b: ルネサンス，宗教改革，モ

ラリストの思想について，そこ

における芸術や，キリスト教の

近代的なありかた，近代の人間

観が現在にも有効であること

を理解し，それを踏まえて現代

的な課題について客観的で公

正な判断をくだすことができ

る。 

c: ダ‐ヴィンチやミケランジ

ェロの作品，ルターやカルヴァ

ンの著作，モンテーニュやパス

カルの著作にふれ，さらに同時

代資料或いは後世の研究を参

考にし，その特徴を文章にまと

めることができる。 

d: ルネサンス，宗教改革，モ

ラリストの思想について，基本

的な知識理解をもち，それを踏

まえて自己自身の考え方を表

現し文章にまとめることがで

きる。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
社
会
と
倫
理 

・自然への目と科学的なも

のの見方  

 

・事実と経験の尊重  

 

・理性の光  

○  

 

 

 

 

○  

 

 

 

○  

○  

 

 

○  

○  

 

 

○  

 

○  

a: 近代科学の方法の確立とそ

の発展及び科学の原理的考察

に関して，ガリレイやニュート

ンによる天文学や物理学の成

立，また科学の方法論的考察と

してデカルトやベーコンの思

想に関心をもち，探求する意欲

や態度をもっている。 

b: 天動説から地動説へ，ガリ

レイの思想と教会との関係や

またデカルト，ベーコンの思想

を通して科学方法論や人間観・

世界観の特徴を客観的に考え

その意味について適切に判断

することができる。 

c: 天文学の成立，近代科学の

方法の確立，デカルトやベーコ

ンの著作や同時代の諸資料，ま

た後世の著作や研究書（トマ

ス･クーンなどの），各種情報

メディアを介した資料を参考

にして，その成果や特徴および

問題点などをまとめ，文章に書

くことができる。 

d: 天動説，地動説，宗教裁判，

科学革命，パラダイム，イドラ，

経験論，方法的懐疑，cogito，

合理論，物心二元論等々につい

て正確な知識と理解をもち，文

章を書くことができる。帰納

法，演繹法の説明ができる。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
社
会
と
倫
理 

・民主社会の原理  

 

・人権思想の展開  

○  ○  

 

○  

 

 

○  

○  

 

○  

a: 近代社会における個人と国

家や社会の関係について，歴史

的な先進世界であったヨーロ

ッパがどのように考え実践し

てきたか関心をもち探求する

意欲や態度をもっている。 

b: 近代社会における個人と国

家や社会の関係について，社会

契約論や人権思想がどのよう

に考えたか歴史的な状況を踏

まえて考え，その意味について

客観的に公正に判断すること

ができる。 

c: ホッブズ，ロック，ルソー

などの著作を読み，さらに同時

代の諸資料，後世の研究書およ

び歴史書など対比しながら，そ

の成果や特徴および問題点な

どをまとめ，文章に書くことが

できる。 

d: ホッブズ，ロック，ルソー

などの諸概念（自然状態，契約，

自然法，抵抗権，一般意思）や

思想・人権の歴史について正し

く認識し，文章にまとめること

ができる。 

 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
社
会
と
倫
理 

・人格の尊重と自由  

／カントの批判哲学／自律

としての自由／善意志と目

的の国  

 

・自己実現と自由  

／絶対精神の目的と自由／

弁証法／人倫と自由の実現  

 

・幸福と功利  

／最大多数の最大幸福／不

満足なソクラテス  

 

・創造的知性と幸福  

／プラグマティズム  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

○  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

○  

a: ヨーロッパの19－20世紀の

哲学，アメリカ20世紀の哲学に

ついて，私たちの生活する世界

と時代に直接的な繋がりがあ

る思想として関心をもち，探求

する意欲と態度をもっている。  

b: カントの理性の哲学，ヘー

ゲルの歴史哲学，功利主義，ア

メリカのプラグマティズムい

ずれもその時代と社会に必然

的に現れたものであるが，現在

の私たちにも深く関わる思考

であることを認識し，その現代

的な意味について適切に判断

することができる。  

c: カント，ヘーゲル，ベンサ

ムやミル，デューイなどの著作

や同時代資料，また歴史資料や

研究書に拠りながら考え，その

結果について文章に書くこと

ができる。「自由・真理・善」

などについて，それぞれの立場

から解釈することができる。  

d: カントの自律の哲学，ヘー

ゲルの歴史と自由，ベンサムや

ミルの功利主義、プラグマティ

ズムのジェームズ，デューイの

思想とその基本的な諸概念に

ついて正しく理解し，それにつ

いて文章を書くことができる。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
社
会
と
倫
理 

・ 社会主義  

 

・ 実存主義  

 

・他者の尊重  

 

・社会参加と他者への奉仕  

○  

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

○  

 

○  

○  

 

 

 

 

 

○  

a: マルクスの社会主義や実存

主義について，私たちの生きる

世界と時代に直接関わってい

る思想として関心をもち，探求

する意欲と態度をもっている。  

b: マルクスの社会主義，危機

と不安の時代の実存主義はそ

の時代と社会に必然的に現れ

たものであるが，現在の私たち

にも深く関わる思考であるこ

とを認識し，その現代的な意味

について適切に判断すること

ができる。  

ロールズの２つのルールにつ

いては，ルールの原則から具体

的な事例を考え，記述すること

ができる。  

c: マルクスや実存主義者たち

の著作や同時代資料，また歴史

資料に拠りながら考え，その結

果について文章に書くことが

できる。ボランティアや社会的

連帯に関する資料を調べ，その

意義についてまとめることが

できる。  

ロールズやアーレントやハー

バーマスの考え方については，

それぞれの原則・ルールを満た

す簡単なモデル(ケース)を生

徒につくらせるという方法も

ある。  

d: 社会主義思想のマルクスや

実存主義者キルケゴール，ニー

チェ，ヤスパース，さらにハイ

デッガー，サルトル、ロールズ

の思想とその諸概念について

正しく理解し，レヴィナスの思

想や人類愛やボランティアへ

の理解をもって，それについて

文章を書くことができる。  

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
社
会
と
倫
理 

・生命への畏敬  

 

・理性主義の見なおし  

 

・言語論的転回  

 

・科学観の転換  

○  

 

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

○  

 

 

 

 

○  

○  

○  

 

 

 

 

○  

a: 20 世紀後半の思想が先の大

戦や近年の民族紛争への反省

に立って，一般に理性主義への

反省，生命や無意識への注目，

公正や正義についての新しい

考え方において成立している

ことを踏まえ，そうした観点か

ら現代の課題について関心を

もち，探求する意欲と態度をも

っている。 

b: ガンディーやシュヴァイツ

ァー，フロイトとユング，フー

コー・レヴィ‐ストロース，ホ

ルクハイマー・アドルノ，ウィ

トゲンシュタイン，クーンの思

想を概観し，そうした思想に拠

って現代の倫理的諸課題につ

いて考え適切な判断を行うこ

とができる。 

c: ガンディーやシュヴァイツ

ァー，フロイトとユング，フー

コー・レヴィ‐ストロース，ホ

ルクハイマー・アドルノ，ウィ

トゲンシュタイン，クーン等の

著作や同時代資料，また研究書

や新聞雑誌等のメディアの資

料などの情報を活用して，考察

し，その結果を文章にまとめる

ことができる。 

d: 生命への畏敬，精神分析(深

層心理)，フランクフルト学派，

構造主義，公正としての正義な

どの諸概念を理解し，ガンディ

ーやシュヴァイツァー，フロイ

トとユング，フーコー・レヴィ

‐ストロース，ホルクハイマ

ー・アドルノ，ウィトゲンシュ

タイン、クーン等の思想の特徴

を文章にまとめることができ

る。 

 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚 

・仏教の移入  

… 古代仏教の思想  

聖徳太子，神仏習合， 鎮護

国家，最澄，空海  

 

・ 仏教の土着化  

… 鎌倉仏教の思想  

浄土信仰，法然  

親鸞，道元，日蓮  

○  

 

 

 

 

○  

○   

 

 

 

 

○  

○  

 

 

 

 

○  

a: わが国における仏教の受容

と展開及びわが国独自の仏教

の成立と発展における，仏教信

仰のあり方について関心をも

ち，学ぼうとする態度を身に付

けている。 

b: わが国における仏教信仰の

内的な発展について，歴史的な

事実をもとにして考え，正しい

判断力を働かせることができ

る。 

c: 教科書や仏教祖師たちの原

典，その解説書，小説や映画な

どの芸術作品，種々の情報資料

等を活用し，認識を深め，その

結果をまとめてレポートを書

いたり，発表したりできる。 

d: わが国における仏教につい

て，聖徳太子，十七条憲法，最

澄，一切衆生悉有仏性，空海，

密教，即身成仏，末法，阿弥陀

仏，法然，他力，専修念仏，親

鸞，悪人正機，道元，只管打坐，

日蓮，法華経等々の概念につい

て理解し，そうした概念を用い

て文章を書くことができる。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚 

・儒教の伝来と朱子学  

 

・陽明学  

 

・古学  

○   

 

○  

 

○  

○   

 

○  

 

○  

a: わが国における儒学の受容

とその日本化について，日本人

のものの考え方の一つの伝統

を形成した日本儒学の孝，誠，

礼等に関心をもち，学ぼうとす

る意欲と態度をもっている。 

b: 町人や武士の生き方やもの

の考え方の核となった朱子学・

陽明学・古学・古文辞学等の発

展を踏まえて考え，日本儒学に

ついて正しい判断を働かせる

ことができる。 

c: 羅山，藤樹，素行，仁斎，

徂徠の原典やそれにかかわる

種々の資料等を活用して認識

を深め，その結果をまとめ，ま

た文章に書くことができる。 

d: 林羅山の上下定分の理，中

江藤樹の孝，素行の古学と士

道，仁斎の古義学と誠，徂徠の

古文辞学と先王の道について

理解し，その諸概念を適切に使

用して文章を書くことができ

る。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚 

・古典美の再発見  

 

・国学  

○  

 

○  

○   

 

○  

 

 

○  

a: 儒学や仏教などの外来思想

に対して，国学がわが国の固有

の考え方や生き方に基づいて

主張されたことを踏まえ，あわ

せて日本の伝統文化や美意識

に興味や関心をもち，探求する

意欲や態度をもっている。  

b: 国学の契沖，真淵，宣長ら

の思想について考察し，その意

義について正しく判断する力

をもっている。日本の伝統文

化・美意識を西洋的なものと対

比することができる。  

c: 契沖，真淵，宣長の著作を

はじめその解説書を読み，また

その他(茶華道・能等)の資料や

画像を参考にして考え，文章に

書くことができる。  

d: 日本の美意識の典型である

幽玄・わび・さびなどの理念を

理解している。国学の契沖，真

淵，宣長の思想やその基本的概

念(ますらをぶり・もののあわ

れ・真心・たおやめぶり)を正

しく理解している。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



3
学
期
→ 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚 

・西洋文明との接触  

 

・啓蒙思想と民権論  

 

・キリスト教の受容  

 

・国家主義の高まりと社会

主義  

 

・近代的自我の成立  

 

・近代日本哲学の成立  

 

・近代日本の思想傾向への

反省  

○  

 

 

 

○  

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

○  

 

 

 

 

○  

 

○  

 

 

○  

○  

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

○  

 a: 近代日本の思想について，

幕末から明治維新，明治期，大

正から昭和，太平洋戦争にいた

る昭和期のそれぞれの特徴と

その代表的な思想について興

味や関心をもち，探求する意欲

や態度をもっている。 

b: 幕末から明治大正昭和の時

代認識を踏まえて，各時期の代

表的な思想や思想家について

考察し，その歴史的意味につい

て正しく判断することができ

る。 

c: 幕末の洋学，崋山，長英，

象山，松陰，諭吉，兆民，鑑三，

秋水，漱石，西田，和辻等の著

作や同時代資料，また後世の解

説書や研究書を読み，またその

他諸資料を参考にして考え，文

章に書くことができる。 

歴史的な資料の読解と整理，思

想の特徴を示す著作や作品の

鑑賞と整理をとおして，その特

質を簡単な文章にまとること

ができる。 

d: 幕末の洋学，崋山・長英・

象山・松陰らの時代の先駆者の

思想と行動，福沢諭吉と啓蒙思

想，中江兆民の自由民権思想，

内村鑑三に代表されるキリス

ト教信仰，幸徳秋水に代表され

る社会主義思想，漱石に代表さ

れる明治の文学者の近代的自

我との格闘，西田幾多郎や和辻

哲郎の独自の思想等、その基本

的概念を正しく理解し，文章を

書くことができる。 

 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理 

・生命倫理  

 

・環境倫理  

○  

 

○  

○  

 

○  

○   

 

○  

a: 生命科学あるいは環境問題

を研究テーマとして，調査活動

や研究発表を行うことに関心

をもち探究する意欲と態度を

もっている。 

b: 生命科学あるいは環境問題

を考察したうえで，自己自身の

生き方や考え方また国家社会

の在り方について考え，広い視

野に立って適切な判断を行う

ことができる。 

c: 生命科学あるいは環境問題

に関して多様な観点から，種々

の情報・資料を収集活用し，そ

れに基づいて考え自分の考え

方をまとめ，それに基づいてプ

レゼンテーションを行ったり

文章に書くことができる。 

d: 臓器移植，生殖医療，クロ

ーン技術，生態系，環境倫理学

等について基本的な知識をも

ち，それに基づいて自己の考え

方をもち発表したり文章を書

いたり，また行動するための実

践的な認識をもっている。 

 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理 

・現代の家族とその課題  

 

・地域社会の変容と共生  

 

・情報社会とその課題  

○   

 

○  

 

○  

○   

 

○  

 

○  

a: 現代の諸課題と倫理につい

て，家族の諸問題あるいは情報

社会を研究テーマとして，調査

活動や研究発表を行うことに

関心をもち、探究する意欲と態

度をもっている。  

b: 家族の諸問題あるいは情報

社会の問題を考察したうえで，

自己自身の生き方や考え方ま

た国家社会の在り方について

考え，広い視野に立って適切な

判断を行うことができる。  

c: 少子化問題，高齢社会の問

題，都市化や過疎の問題，また

情報社会に由来する多様な問

題について諸資料や種々の情

報を収集しそれに基づいて自

ら考え，判断し，自己の行動の

指針を展望することができる。  

d: 家族の諸問題あるいは情報

社会を研究テーマとして，少子

化の傾向，少子高齢社会の現実

とその将来について，また情報

社会の光と影について理解し，

適切な判断や行動のための実

践的な認識をもっている。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  



 

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理 

・グローバル化の時代と倫

理  

 

・人類の福祉と国際平和  

○  

 

 

○  

○   

 

 

○  

○  

 

 

○  

a: 国際社会における諸課題と

倫理について，国際理解あるい

は南北問題を研究テーマとし

て，調査活動や研究発表を行う

ことに関心をもち探究する意

欲と態度をもっている。 

b: 国際社会の中で生きること

や異文化理解についてまた国

際協力や人類の福祉について

考え，広い視野に立って適切な

判断を行うことができる。 

c: 宗教や民族などの相違やそ

れが引き金となって国際社会

において現在生起している諸

問題，貧困の解消や人権の尊重

など多様な問題について諸資

料や種々の情報を収集しそれ

に基づいて自ら考え，表明する

ことができる。 

d: 異文化理解，国際理解，子

どもの人権，ＯＤＡ，ＮＧＯ等

についての現実とその将来に

ついて理解し，適切な判断や行

動のための実践的な知識をも

っている。 

・定期考査  

・ワークシ

ート  

・ノート（プ

リント）  

・グループ

活動での発

表内容  

・授業中の

態度や発言  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


